
(１月１９日現在）

２ 月 行 事 予 定 表
第 3５ 号

令和 6 年 ２月号
（2024年）

周布地区1２月末現在

世帯数 2,310 （前月比 ±0）

人 口 4,875人（前月比 ー５）

浜田市周布町イ３７４

ＴＥＬ／FAX（0855）27－0058

メール sufu-ｋ＠ｐh-hamada.jp

＜会員外は別途料金が必要です＞

日 時：３月５日（火）

１０：００～１１：３０

講 師：日高 均さん（西村神楽社中）

場 所：周布まちづくりセンター

定 員： １５名

日 時 ：２月１８日（日）９：３０～１１：３０

場 所 ： 周布小学校

グラウンドゴルフ・ボッチャ
＜ 煌めきクラブ周布 ＞

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29

　

建国記念日

笛教室

笛教室

こども読書会

吹矢教室

ﾎﾟｰﾙｴｸｻｻｲｽﾞ
吹矢教室

詩吟教室
イルソーレ

詩吟教室
イルソーレ

ﾎﾟｰﾙｴｸｻｻｲｽﾞ
吹矢教室

書道サークル
ｱﾛﾊｱｲﾅすふ

Ok cooking
元気アップ３B
イルソーレ

ｱﾛﾊｱｲﾅすふ

天皇誕生日

 詩吟教室
子育て広場
イルソーレ

　　

ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ
生花教室

イルソーレ

ラジオ体操
のびのび3B体操
月曜元気っ子

周布の匠
空手教室

＜確定申告＞

ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ
元気アップ３B

　周布コーラス

詩吟教室
空手教室

　
＜振替休日＞

ラジオ体操
のびのび3B体操
月曜元気っ子

ラジオ体操
月曜元気っ子

詩吟教室
空手教室

詩吟教室
空手教室

季節柄インフルエンザ・コロナ・ノロウイルス

が流行しています。

体調管理に気を付けてください。

マスクの着用は個人判断

にてお願い致します。

日時や内容の変更、中止

になる場合もあります。

☆案内の「☏」印はすべて申し込みが必要です

周布まちづくりセンター TEL ２７－００５８

☏

第3回 OKcooking
カルタで学ぶ “神楽”

（１月１９日 現在）

周布まちづくりセンター（公民館）で運営推進委員、その後は書道教室の講師としてお世話

になっていました細川末喜さん（日脚町）が令和５年１２月３０日にお亡くなりになられました。

細川先生には、書道教室のみならず、浜田市市民憲章の額・周布公民館提唱の

揮毫を寄贈していただくなど大変お世話になりました。

ご冥福をお祈りしますとともに謹んでお悔みを申し上げます。

【伝統行
事】～師走・新春に向けての事業報告～

☆ しめ縄飾りづくり （玄関・神棚用）

☆ 「もちつき」交流会

☏

テーマ： ～フランスの家庭料理～

日 時：２月２２日（木）

１０：００～１３：００

場 所：周布まちづくりセンター

講 師： 岡本 裕明さん

定 員：１２名 会費：８００円

※２月８日(木)９：００より予約受付開始

お
悔
み

1２月26日（火）

1２月25日（月）

☏

地域住民２６名が参加し、「餅つき交流会」を開

催しました。3つのグループに分かれ、臼・杵を

使って、「ヨイショ！」の掛け声とともに、餅を

搗きました。つきあがった餅もみんなで丸めてい

きました。交流会終わりにはついた餅を食べなが

ら、「昔は家や町内会で餅をついたなあ」「餅つ

きをすれば年末だと感じとったなあ」など話しを

して交流を深めておられました。出来上がった餅

はみなさん持ち帰り、お正月は杵つき餅を食べて

過ごされたことでしょう。

青木誠二さん(治和町）に指導を頂き、玄関と神棚用の

「しめ縄飾り」を作りました。青木さんから、みかん

（橙）・ウラジロ・ゆずり葉・稲穂・シデなど飾りの意味

について説明いただいたり、由来や言い伝えなども話され

ました。

参加者から「お店で買ったものではなく、自分で作った

ものを飾ることで良い年を迎えることができる」と喜んで

おられました。

カルタを通して楽しく

神楽について学びませんか？

講師 青木 誠二さん



地域の方よりロビーにクリスマス用しめ飾り、玄関に

竹灯籠のライトアップ、また門松や

正月の挨拶などを手作りで飾って

いただきました。

地域の力で、センターがとても

華やかになりました。

利用者の皆さんにも大変喜ん

で頂いています。

いつもありがとうございます。

12月19日、広島東税務署の中村幸子審理専門

官を講師に迎え、知って得する税講座を開催し

贈与税や相続税の基礎知識や改正点について詳しく教えていただきました。地域住民

17名が参加し、資料に基づいて話しをきき、税について学びました。聞きなれない言葉も

多く、難しく感じるところもありましたが、学びの多い会となりました。

11月29日、近藤早苗さんを講師に、簡単に おいしく

作れると大人気の料理教室を開催しました。

説明を聞いて、各班協力しテキパキと

作業を進め、あっという間に完成して

いました。

メニューは、

【中華おこわ】【長芋ときゅうりの

簡単漬け】【白菜と肉団子のスープ】

【黒糖まんじゅう】でした。

会食時も楽しく会話をしながら、和気あいあいと過ごされました。

問題① 2月3日は〇〇です。この日には、豆まきをします。年の数だけ、豆を食べましょう。

〇に当てはまる言葉は何でしょう。

問題② 2月22日は、〇の日です。「にゃんにゃんにゃん」と鳴く動物の日です。

〇に当てはまる動物は何でしょう。

問題③ 2024年7月3日からおさつが変わります。現在の一万円札には、福沢諭吉さんの肖像画を

描いていますが、新紙幣は〇沢栄〇さんです。○に入る名前は何でしょう。

クイズ これ、な～に？

※応募用紙・応募箱はまちづくりセンターにあります。 （締切 2月19日（月）まで）

先月（1月）の答え

① 浜田 ② 税 ③ ウラ（裏）
・垰田 のあ さん （周布町）

・山本 空汰 さん （西村町）

・宮家 和子 さん （治和町）
今月(2月)の問題

正解者の中から抽選で3名の方には、

景品プレゼント。周布まちづくり

センターまで取りに来てください。

6年 正月飾りづくり交流会

（ボランティア 16名）

12月18日、地域の方と交流を深め人と関わる力を育てるという目的

で正月飾りの作り方を教えていただきました。

12月8日は事前準備としてわらのそぐりを行い、15日にはボランティア

の練習会を開催しました。初めて参加される方、久しぶりの方もいま

したが、ゆっくり丁寧に説明していただき、正月飾り作りの練習会を終

えました。

当日は、講師の青木さんに正月飾りの説明をしていただき、子ども達

は班に分かれ各班のボランティアに見守られながら、しめ縄を編み、

飾りを付けていきました。

子ども達は、全員立派な正月飾りを作ることができました。それぞれ

の玄関に飾り付け、年神様をお迎えできたことでしょう。

11月16日、岡本裕明さんを講師、食生活改善推進委員3名にご協力い

ただき、男の料理教室を開催しました。

食改の方が各班に入りサポートし、スムーズに調理ができました。

また、会食時に栄養指導も行っていた

だきました。

参加者から「大満足！味もベスト。」

「リゾットの作り方がわかって、良かった。」

「カレースープみたいで、美味しかった。」

と感想がありました。

料理教室

知って得する税講座

12月16日、子ども達が楽しみにして

いたクリスマス会を開催しました。
桑谷久美子さんが絵本を読んでくれま

した。子ども達は珍しいしかけ絵本に

釘付けとなりました

また、島根県立大学BBSサークルに協力してもらい、頭と体を使ったゲーム

で子ども達を楽しませてくれました。最初は緊張していた子ども達でした

が、お兄さん、お姉さんと一緒に活動し、仲良くなっていました。

クリスマス会

男の料理教室

はまだっ子共育だより【地域学校協働活動】

中村幸子

審理専門官

参加者のみなさんからは、「改正点を知ることができて良かった。」、「考えるきっかけができた。」、「現状の税制を知り、改正

を知るという流れであったので理解しやすかった。」、「相続税、贈与税にも2つ方法があることを知った。」という意見もありま

した。また、「話しが難しく、わかりづらかった。」という意見もありました。参加者からの質問は回答をいただき、玄関に掲示して

おります。ご覧ください。

御 礼

わらそぐり

練習会

解答は漢字・ひらがな・カタカナでも構いません。


